
トピックス

平成30年度が始まりました。
満開の桜の下、子どもたちの健やかな成長
を願います。
市民の皆様とともに、新しいまちづくりに取
り組んでまいります。

活気と希望に満ちたゆたかで創造的なまちをつくるために
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詳しくは議会事務局まで
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分類 議　案　名　等 結果

条
例（
市
長
提
出
）

湖南市発達支援センター条例及び湖南市付属機関
設置条例の一部を改正する条例の制定について
障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援す

るための法律および児童福祉法の一部改正に伴い、

所要の改正を行うもの。

◎

湖南市介護保険条例の一部を改正する条例の制定
について
第７期介護保険事業計画策定に基づき、介護保険

料を改定するため、所要の改正を行うもの。

○

湖南市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のため
の効果的な支援の方法に関する基準を定める条例
の一部を改正する条例の制定について
指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに

指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準の一部改正に伴い、所

要の改正を行うもの。

◎

湖南市指定地域密着型サービスの事業の人員、設
備及び運営に関する基準を定める条例及び湖南市
指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、
設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー
ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方法
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
の制定について
指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運

営に関する基準の一部改正および指定地域密着型

介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準の一部改

正に伴い、所要の改正を行うもの。

◎

分類 議　案　名　等 結果

条
例（
市
長
提
出
）

湖南市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準を定める条例の制定について
平成30年４月１日から居宅介護支援事業者の指定権

限が県から市に移譲されることに伴い、条例を制定す

るもの。

◎

湖南市地域産業振興基本条例の制定について
本市における地域産業の振興を推進し、市内の経済

の活性化および市民の生活の向上を図ることを目的と

し、地域産業に関わる者の役割および責務を明らかに

する基本理念を制定するもの。

◎

湖南市付属機関設置条例の一部を改正する条例の
制定について
湖南市同和教育推進委員会の廃止に伴い、所要の改

正を行うもの。

◎

湖南市職員の給与に関する条例の一部を改正する
条例の制定について
災害対応等の面から職員の市内移住および定住を促

進するため、住居手当制度の改正を行うもの。

●

湖南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例
の制定について
国民健康保険税の税率を変更するため、所要の改正

を行うもの。

○

湖南市国民健康保険財政調整基金条例等の一部を
改正する条例の制定について
持続可能な医療保険制度を構築するための国民健

康保険法等の一部改正に伴い、関係条例について、

所要の改正を行うもの。

○

湖南市青少年自然道場条例を廃止する条例の制定
について
湖南市青少年自然道場について、施設の老朽化およ

び利用の実状に即し、社会教育施設としての機能を停

止することによる廃止に伴い、条例の廃止を行うもの。

◎

３月議会定例会

二
元
代
表
制
と
行
政（
市
）の
仕
組
み

議
長

　松
原

　栄
樹

地
方
公
共
団
体
の
議
会
は
国（
議
院

内
閣
制
）
の
議
会
と
違
い
、
首
長
と
議

員
を
そ
れ
ぞ
れ
住
民
が
直
接
選
挙
で
選

ぶ
制
度
の
二
元
代
表
制
で
あ
り
、
議
員

は
法
律
や
予
算
な
ど
を
審
査
・
決
定
す

る
権
限
を
持
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
執

行
は
首
長
が
責
任
を
持
っ
て
行
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
近
年
の
議
会
改
革

に
お
い
て
、
平
成
24
年
６
月
に
湖
南
市
議
会
基
本
条
例

を
制
定
し
、
本
会
議
・
臨
時
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
や
、
一

問
一
答
制
、
議
員
間
討
議
や
自
由
討
議
な
ど
会
議
自
体

の
活
発
化
の
工
夫
な
ど
を
取
り
入
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
報
告
会
の
開
催
な
ど
積
極
的
に
住
民
の
皆

さ
ま
と
の
対
話
な
ど
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
今
日
ま

で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
議
会
こ
そ
が
住
民
代
表
と

し
て
団
体
意
思
を
決
す
る
機
関
で
あ
る
こ
と
、
常
に
認

識
し
て
事

案

に

当

た
っ
て
ま

い
り
ま
す

の
で
よ
ろ

し
く
ご
理

解
ご
支
援

の
程
お
願

い
申
し
上

げ
ま
す
。

“HEART DE
  ぎかい”
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分類 議　案　名　等 結果

条
例（
市
長
提
出
）

湖南市営土地改良事業分担金徴収条例の一部を改
正する条例の制定について
地方自治法および土地改良法の一部改正に伴い、所

要の改正を行うもの。

◎

湖南市都市公園条例の一部を改正する条例の制定
について
都市公園法の一部改正に伴い、所要の改正を行うも

の。

◎

湖南市営住宅条例の一部を改正する条例の制定に
ついて
公営住宅法施行令等の一部改正に伴い、所要の改正

を行うもの。

◎

湖南市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正
する条例の制定について
非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政

令において定められている扶養親族のある場合におけ

る補償基礎額の加算額について、一般職の職員の給

与に関する法律の一部改正等に伴い、所要の改正を

行うもの。

◎

補
正
予
算

平成29年度湖南市一般会計補正予算（第７号）
【歳入歳出】それぞれ10億7269万1千円を減額し、補

正後の額を215億6510万9千円とするもの。

◎

平成29年度湖南市国民健康保険特別会計補正予
算（３号）
【歳入歳出】それぞれ2億932万8千円を減額し、補正

後の額を57億9484万7千円とするもの。

◎

平成29年度湖南市国民健康保険診療所特別会計
補正予算（第２号）
【歳入歳出】それぞれ1170万円を減額し、補正後の額

を5億1886万2千円とするもの。

◎

平成29年度湖南市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号）
【歳入歳出】それぞれ2266万2千円を追加し、補正後

の額を4億7676万3千円とするもの。

◎

平成29年度湖南市介護保険特別会計補正予算（第
３号）
【歳入歳出】それぞれ5491万9千円を追加し、補正後

の額を30億5056万7千円とするもの。

◎

平成29年度湖南市訪問看護ステーション事業特
別会計補正予算（第１号）
【収益的収入および支出】それぞれ583万2千円を減

額し、補正後の額を5325万3千円とするもの。

◎

平成29年度湖南市下水道事業会計補正予算（第２
号）
【収益的収入】571万円増額し、補正後の額を17億

7156万とするもの。

◎

分類 議　案　名　等 結果

補
正
予
算

平成29年度湖南市一般会計補正予算（第８号）
平成29年度国の補正予算（第1号）に関連して、【歳

入歳出】それぞれ3億3446万6千円を追加し、補正後

の額を218億9957万5千円とするもの。

◎

平成30年度湖南市一般会計補正予算（第１号）
平成29年度国の補正予算（第1号）に関連して、【歳

入歳出】それぞれ3億2056万6千円を減額し、補正後

の額を207億8943万4千円とするもの。

◎

当
初
予
算（
4P
参
照
）

平成30年度湖南市一般会計予算 ○

平成30年度湖南市国民健康保険特別会計予算 ○

平成30年度湖南市国民健康保険診療所特別会計
予算

◎

平成30年度湖南市後期高齢者医療特別会計予算 ○

平成30年度湖南市介護保険特別会計予算 ○

平成30年度湖南市訪問看護ステーション事業特
別会計予算

◎

平成30年度湖南市水道事業会計予算 ◎

平成30年度湖南市下水道事業会計予算 ◎

そ
の
他

議決事項の変更について
湖南市青少年自然道場の指定管理者の指定につい

て、平成26年12月議会において議決された内容のう

ち、指定期間を変更することについて、議会の議決を

求めるもの。

○

市道路線の認定について
新規認定　２路線

◎

市道路線の変更について
変更路線　２路線

◎

市道路線の廃止について
廃止路線　１路線

◎

請
願

主要農作物種子法に代わる公共品種を守る新しい
法律をつくることを求める請願

●

農業者戸別所得補償制度の復活を求める請願 ●

意見書 北方領土問題の解決促進等を求める意見書 ◎

※◎全会一致で可決　○賛成多数で可決　●賛成少数で否決・不採択
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議案番号 件名

無所属の会 
市民の力

誠心会
議会改革 
ネットワーク

日本共産
党湖南市
議員団

湖南市
公明党
議員団

無所属

望

月

　

卓

堀
田
　
繁
樹

森

　

　

淳

奥
村
　
幹
郎

菅
沼
　
利
紀

上
野
　
顕
介

加
藤
　
貞
一
郎

小
林
　
義
典

植

中

　

都

赤
祖
父
　
裕
美

立
入
　
善
治

松
井
　
圭
子

桑
原
田
　
美
知
子

細
川
　
ゆ
か
り

藤
川
　
み
ゆ
き

大
島
　
正
秀

大
⻆
　
道
雄

請願第1号
主要農作物種子法に代わる公共品種を守
る新しい法律をつくることを求める請願

● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ●

請願第2号
農業者戸別所得補償制度の復活を求める
請願

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ● ● ●

議案第4号
湖南市職員の給与に関する条例の一部を
改正する条例の制定について

○ ○ ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ●

議案第5号
湖南市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号
湖南市国民健康保険財政調整基金条例等
の一部を改正する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第9号
湖南市介護保険条例の一部を改正する条
例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 平成30年度湖南市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号
平成30年度湖南市国民健康保険特別会
計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第26号
平成30年度湖南市後期高齢者医療特別
会計予算

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

議案第27号 平成30年度湖南市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○
議案第31号 議決事項の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

平成30年３月湖南市議会定例会　提出案件（賛否）
※議長は裁決に加わりません。　○：賛成　●：反対

請
願
第
１
号

趣
旨
　
本
年
３
月
末
に
廃

止
さ
れ
る「
種
子
法
」
に
代

わ
り
米
麦
大
豆
種
子
の
公

共
品
種
を
守
る
た
め
の
法

律
制
定
を
求
め
る
も
の

■�

産
業
経
済
常
任
委
員
会

審
査

○
賛
成
意
見

　大
企
業
に

よ
る
種
子
独
占
や
特
許
権

侵
害
も
危
惧
。
現
在
ま
で

の
税
投
資
が
無
駄
に
。
日

本
独
自
の
農
業
形
態
、
品

種
原
種
の
維
持
が
困
難
に
。

×
反
対
意
見

　県
に
よ
る

独
自
要
綱
策
定
を
見
守
れ

ば
よ
い
。
品
種
開
発
の
促

進
な
ど
期
待
が
出
来
る
。

委
員
会
賛
成
多
数
で
採
択

■
本
議
会
で
の
審
議

※
原
案
に
対
し
て

反
対
討
論

　民
間
企
業
も

優
れ
た
品
種
を
開
発
し
て

お
り
、
公
共
と
民
間
が
平

等
に
競
争
で
き
る
環
境
を

整
備
す
る
た
め
に
種
子
法

は
廃
止
さ
れ
た
。
知
的
財

産
流
出
の
懸
念
で
は
、
現

行
法
制
度
で
も
確
立
さ
れ

て
お
り
、
新
た
な
法
整
備

は
必
要
な
い
。

賛
成
討
論

　滋
賀
県
も
県

独
自
の
要
綱
を
策
定
し
、

原
種
の
保
管
な
ど
を
継
続

す
る
方
針
を
明
ら
か
に
し

ま
し
た
が
、
国
の
財
政
的

措
置
な
し
に
は
継
続
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
新
品
種
改

良
部
分
だ
け
で
な
く
種
子

全
体
に
多
国
籍
企
業
な
ど

が
特
許
を
か
け
、
特
許
料

を
払
わ
な
け
れ
ば
そ
の
種

子
が
使
え
な
く
な
り
ま
す
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

請
願
第
２
号

趣
旨

　米
を
生
産
す
る
農

家
に
対
し
、
標
準
的
な
生

産
費
と
販
売
価
格
の
差
額

を
補
填
す
る
制
度
の
復
活

を
求
め
る
も
の

■�

産
業
経
済
常
任
委
員
会

審
査

問
　
農
業
者
だ
け
が
優
遇

さ
れ
る
所
得
補
償
制
度
は

不
平
等
で
は
。

答

　収
益
確
保
に
努
力
し

て
い
る
が
、
全
農
家
が
成

功
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。

賛
成
討
論

　農
業
を
成
長

戦
略
と
し
て
立
て
直
す
必

要
は
あ
る
が
、
農
家
の
現

状
を
ふ
ま
え
て
賛
成
。

反
対
討
論

　な
し

賛
成
討
論

　湖
南
市
は
水

稲
農
業
が
基
幹
。
担
い
手

不
足
や
生
産
へ
の
下
支
え

が
必
要
な
た
め
賛
成
。

委
員
会
賛
成
少
数
不
採
択

■
本
議
会
で
の
審
議

※
原
案
に
対
し
て

反
対
討
論

　平
成
30
年
産

以
降
も
水
田
活
用
の
直
接

支
払
交
付
金
に
よ
り
水
田

フ
ル
活
用
を
支
援
、
収
入

減
少
影
響
緩
和
対
策
は
今

後
も
実
施
さ
れ
る
と
聞
く
。

賛
成
討
論

　米
価
が
恒
常

的
に
生
産
費
を
下
回
る
こ

と
か
ら
、
10
ａ
当
た
り
の

交
付
金
１
万
５
千
円
が
現

在
は
７
千
５
０
０
円
に
半

減
。
こ
れ
を
平
成
30
年
度

に
は
廃
止
さ
れ
る
。
農
家

の
経
営
を
下
支
え
す
る
制

度
は
必
要
で
す
。

賛
成
少
数
で
不
採
択

湖南市議会だより 4



平成 30 年度予算審議

一般会計 211億1000万円 特別会計（４会計）　95億  460万5千円
企業会計（３会計）　57億1904万7千円

平成30年度一般会計・特別会計・企業会計予算案は、予算常任委員会で慎重に審査を行いました。

一
般
会
計
予
算

平
成
30
年
度
一
般
会
計

予
算
は
、
２
１
１
億
１
千

万
円
と
い
う
規
模
の
当
初

予
算
。
前
年
度
当
初
予
算

と
比
べ
る
と
８
億
７
千
万

円
、
４
・
０
％
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。
平
成
８
年
度

以
降
23
年
連
続
で
臨
時
財

政
対
策
債
を
組
み
込
ん
で

の
財
源
措
置
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
行
政
改
革
の
着

実
な
実
施
の
た
め
に
、
経

常
収
支
比
率
改
善
の
た
め

の
対
策
。
行
政
改
革
実
行

予
算
枠
の
継
続
、
補
助
費

等
の
抜
本
的
見
直
し
を
し

ま
す
。

意
見
と
し
て
は
、
基
金

の
取
り
崩
し
も
、
財
政
調

整
基
金
２
億
５
千
万
円
並

び
に
振
興
基
金
４
億
３
５

０
６
万
円
な
ど
で
、
基
金

が
年
々
減
っ
て
い
ま
す
。

未
来
へ
の
負
担
と
な
ら
な

い
よ
う
に
基
金
の
取
り
崩

し
に
は
慎
重
に
願
い
ま
す
。

ま
た
、
市
債
の
現
在
高

増
減
見
込
み
で
、
市
民
一

人
当
た
り
の
負
担
額
が
50

万
６
１
８
６
円
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
次
の
世
代
の
借

金
は
少
な
く
な
る
よ
う
に

願
い
た
い
が
、
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
た
と
き
、
や
む

を
得
な
い
部
分
も
あ
る
。

老
人
福
祉
事
業
や
障
害
福

祉
事
業
、
母
子
福
祉
事
業

に
も
地
方
消
費
税
を
有
効

に
活
用
さ
れ
て
い
て
良
い

で
す
。

ま
た
、
予
算
審
査
の
中

で
多
く
の
事
業
で
地
域
や

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
連

携
す
る
と
、
答
弁
さ
れ
ま

し
た
。
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
を
巻
き
込
ん
で
の
地
域

運
営
を
考
え
て
い
る
な
ら

ば
、
し
っ
か
り
と
し
た
支

援
を
し
て
頂
き
た
い
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

反
対
の
立
場
か
ら
は
、

学
童
保
育
の
申
し
込
み
が

急
増
し
、
各
学
童
保
育
、

支
援
体
制
を
増
や
し
て
い

ま
す
が
、
指
導
員
が
足
り

な
い
と
言
う
声
を
聞
い
て

い
ま
す
。
市
も
き
ち
ん
と

体
制
づ
く
り
へ
の
援
助
を

平成30年度当初予算

会　　計　　名 予　算　額 前年度予算 増減率（%）

一　　　　般　　　　会　　　　計 211億1000万円 219億8000万円 ▲4.0

特別会計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 50億1448万６千円 58億9844万円 ▲15.0

国 民 健 康 保 険 診 療 所 特 別 会 計 ５億4139万円 ５億1187万５千円 5.8

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 ８億6607万１千円 ４億4296万円 95.5

介 護 保 険 特 別 会 計 30億8265万８千円 28億8901万６千円 6.7

企業会計

訪問看護ステーション

事業特別会計
収益的

収入 6065万７千円 5908万５千円 2.7

支出 6065万７千円 5908万５千円 2.7

水道事業会計

収益的
収入 15億3531万７千円 15億2367万９千円 0.8

支出 15億547万２千円 14億7252万６千円 2.2

資本的
収入 ５億2071万円 ４億774万６千円 27.7

支出 ７億593万２千円 ５億9546万１千円 18.6

下水道事業会計

収益的
収入 17億2371万４千円 17億6585万円 ▲2.4

支出 17億4637万６千円 17億6585万円 ▲1.1

資本的
収入 10億9176万円 ９億6981万４千円 12.6

支出 17億61万円 16億7430万９千円 1.6

予算常任委員会
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問
　
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
が
開
催
さ
れ
よ
う
と
し

て
い
ま
す
が
、
内
容
と
詳

細
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

　内
容
は
、
新
体
制
に

な
り
、
三
役
と
部
長
級
に

よ
る
総
合
政
策
会
議
で
検

討
し
ま
す
。
ま
た
、
目
的

と
し
て
は
、
市
政
に
対
す

る
市
民
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
す
。

問
　
企
画
調
整
推
進
経
費

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
報

償
費
並
び
に
ロ
ー
カ
ル
ベ

ン
チ
ャ
ー
事
業
費
に
つ
い

て
、
伺
い
ま
す
。

答

　目
的
を
持
っ
て
き
た

が
、
湖
南
市
へ
の
、
移
住

定
住
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

ロ
ー
カ
ル
ベ
ン
チ
ャ
ー
事

業
と
し
て
地
域
資
源
を
活

か
し
た
、
実
現
性
の
高
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
計
し
、

社
会
的
貢
献
で
起
業
し
て

い
く
た
め
の
、
ノ
ウ
ハ
ウ

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か

し
、
状
況
を
把
握
し
、
し
っ

か
り
と
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
た
い
。

総
務
部

求
め
ま
す
。
国
の
経
済
施

策
の
も
と
で
、
貧
困
と
格

差
が
広
が
る
中
、
働
く
者

の
給
料
は
上
が
ら
ず
、
年

金
は
ほ
と
ん
ど
引
き
下
げ

ら
れ
、
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
扶
助
費
は
増
え
続
け

て
い
る
状
況
で
す
。
地
方

自
治
と
し
て
市
民
負
担
は

極
力
抑
え
、
そ
し
て
、
住

民
の
暮
ら
し
を
守
る
と
い

う
立
場
に
立
ち
切
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
と
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

総
合
政
策
部

問
　
人
事
管
理
経
費
で
臨

時
・
嘱
託
職
員
の
雇
用
が

大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。

答

　平
成
29
年
度
臨
時
的

任
用
職
員
予
算
要
求
額
で

は
、
嘱
託
１
９
２
人
・
臨

時
２
５
４
人
で
５
億
８
９

６
６
万
５
４
１
２
円
で
す
。

平
成
30
年
度
は
、
嘱
託
２

０
２
人
で
10
人
増
、
臨
時

２
１
３
人
で
41
人
減
の
５

億
７
２
９
０
万
３
千
円
で

す
。
人
数
は
全
体
で
31
人

の
減
、
雇
用
予
定
の
減
少

に
よ
る
も
の
で
す
。

問
　
市
税
が
前
年
対
比
３
．

２
％
上
が
る
中
、
歳
入
あ

り
き
と
い
う
考
え
方
か
、

そ
れ
と
も
市
政
に
必
要
な

歳
出
を
基
本
に
捉
え
て
歳

入
調
整
、
財
源
調
達
し
た

の
か
、
ど
う
い
う
方
向
性

で
す
か
。

答

　平
成
30
年
度
一
般
会

計
予
算
は
、
大
規
模
な
事

業
が
な
い
、
平
時
ベ
ー
ス

の
予
算
組
で
、
歳
入
の
確

保
で
歳
入
に
見
合
っ
た
歳

出
を
組
ま
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

問
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
対
策
費
２
５
７
万
２

千
円
増
額
は
事
業
者
の
み

の
分
だ
と
思
う
が
、
無
駄

な
ル
ー
ト
が
あ
る
。
利
用

者
の
事
を
考
え
、
抜
本
的

に
編
成
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

答

　現
在
13
系
統
51
ル
ー

ト
12
両
の
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
利
用
者
の
多

い
所
、
利
用
者
の
少
な
い

ル
ー
ト
、
今
後
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
る
な
ど
し
て
、
高

齢
者
対
策
な
ど
も
含
め
て
、

考
え
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
庁
舎
整
備
事
業
は
新

庁
舎
整
備
に
係
る
基
本
設

計
業
務
と
庁
舎
整
備
に
係

る
オ
フ
ィ
ス
環
境
整
備
業

務
で
９
４
５
４
万
８
千
円

で
す
。
従
来
方
式
と
な
り

ま
し
た
が
、
市
民
や
議
員

の
意
見
の
反
映
は
。

答

　市
民
の
皆
様
の
意
見

な
ど
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

考
え
な
が
ら
と
り
入
れ
、

議
員
と
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
よ
り
良
い
も
の
を
作

っ
て
い
き
ま
す
。

問
　
衛
生
手
数
料
６
１
７

３
万
６
千
円
大
き
く
減
額

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ

袋
手
数
料
と
し
て
歳
入
の

所
に
入
っ
て
こ
な
い
と
い

う
経
過
に
つ
い
て
。

答

　甲
賀
広
域
行
政
組
合

で
協
議
し
て
、
平
成
30
年

度
か
ら
両
市
民
の
利
便
性

を
図
る
た
め
に
、
両
市
統

一
の
市
指
定
の
ご
み
袋
を

作
成
し
ま
す
。
甲
賀
広
域

行
政
組
合
に
、
事
務
委
託

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関

係
上
、
ゴ
ミ
袋
の
作
成
費

及
び
手
数
料
が
減
っ
て
い

ま
す
。

健
康
福
祉
部

問
　
予
防
事
業
で
風
し
ん

（
抗
体
無
）の
予
算
が
上
っ

て
い
る
が
、
妊
婦
さ
ん
に

抗
体
が
あ
る
か
な
い
か
の

検
査
は
妊
婦
健
診
で
実
施

す
る
の
で
す
か
。

答

　検
査
は
県
が
実
施
し

て
い
る
。
検
査
結
果
を
見

て
先
生
が
判
断
し
、
一
定

の
抗
体
値
が
な
い
方
に
つ

い
て
は
風
し
ん
の
予
防
接

種
を
受
け
て
頂
き
ま
す
。

問
　
平
成
30
年
度
の
各
種

検
診
の
業
者
が
代
わ
っ
た

と
の
事
で
す
が
。

答

　平
成
30
年
度
は
、
入

札
を
行
い
検
診
の
単
価
が

下
が
っ
た
。
業
者
は
一
般

財
団
法
人
・
滋
賀
保
険
研

究
セ
ン
タ
ー
で
す
。

建
設
経
済
部

問
　
野
洲
川
親
水
公
園
指

定
管
理
委
託
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

な
ど
、
使
用
時
間
に
つ
い

て
延
長
の
工
夫
な
ど
は
ど

う
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

答

　指
定
管
理
の
委
託
を

し
て
い
る
中
で
運
用
の
融

通
が
利
く
か
ど
う
か
投
げ

か
け
を
し
て
い
ま
す
。
管

理
上
の
問
題
を
含
め
、
オ

ー
プ
ン
の
時
間
は
決
ま
っ

て
い
る
。
季
節
的
、
そ
の

他
の
条
件
で
対
応
で
き
る

様
お
願
い
し
た
い
。

問
　
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
保
護

事
業
の
保
存
活
用
計
画
策

定
委
員
会
の
開
催
は
、
い

つ
頃
ど
う
い
う
形
で
進
め

て
い
く
の
で
す
か
。

答

　天
然
記
念
物
平
松
の

ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
自
生
地
の

保
存
活
用
計
画
を
３
か
年

で
作
成
し
ま
す
。
有
識
者

や
専
門
家
、
関
係
者
等
で

策
定
委
員
会
を
組
織
し
て

協
議
し
ま
す
。
国
の
文
化

庁
の
承
認
が
必
要
で
す
。

早
い
時
期
に
メ
ン
バ
ー
を

選
出
し
て
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
部

問
　
小
学
校
施
設
整
備
事

業
の
空
調
設
備
事
業
の
設

計
業
務
委
託
１
５
１
２
万

１
千
円
の
見
積
も
り
を
ど

予算常任委員会
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デ
ィ
ネ
ー
タ
な
ど
の
謝
礼

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

　市
内
４（
菩
提
寺
・
三

雲
・
石
部
・
菩
提
寺
北
）小

学
校
に
お
い
て
、
子
育
て

に
悩
み
を
持
っ
て
い
る
、

不
安
な
日
々
の
生
活
を
送

っ
て
い
る
保
護
者
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
菩
提
寺

小
学
校
で
は
、
毎
週
水
曜

日
に
ホ
ッ
ト
サ
ロ
ン
を
、

石
部
小
学
校
で
は
、
毎
月

10
・
20
・
30
日
に
子
育
て
サ

ロ
ン
さ
ん
ぽ
を
、
菩
提
寺

北
小
学
校
で
は
、
隔
週
に

あ
す
な
ろ
カ
フ
ェ
を
開
き
、

相
談
員
と
し
て
予
算
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

賛
成
多
数
で
可
決

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

平
成
27
年
５
月
に「
持

続
可
能
な
医
療
保
険
制
度

を
構
築
す
る
た
め
の
国
民

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
が
成
立

し
、
平
成
30
年
度
か
ら
県

が
国
保
の
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
ま
す
。
国

民
す
べ
て
が
い
つ
で
も
ど

こ
で
も
安
心
し
て
医
療
が

の
よ
う
に
さ
れ
ま
し
た
か
。

答

　業
界
か
ら
出
て
い
る

資
料
・
数
字
や
業
者
か
ら

直
接
出
て
い
る
見
積
も
り

な
ど
参
考
に
予
算
確
保
し

ま
し
た
。

問
　
石
部
小
学
校
芝
生
化

事
業
の
芝
生
の
寿
命
や
維

持
費
と
し
て
92
万
円
の
根

拠
は
。

答

　使
用
度
に
よ
り
薄
く

な
っ
た
と
こ
ろ
は
、
補
植

し
て
い
る
。
維
持
費
は
、

先
進
地
の
デ
ー
タ
を
提
供

し
て
も
ら
い
参
考
に
し
て

い
ま
す
。

問
　
給
食
セ
ン
タ
ー
運
営

事
業
の
備
品
購
入
費（
ア

レ
ル
ギ
ー
用
容
器
）33
万

７
千
円
の
使
用
は
。
ま
た
、

何
人
お
ら
れ
ま
す
か
。

答

　他
の
食
器
と
一
緒
に

使
用
で
き
な
い
た
め
、
一

人
ず
つ
専
用
に
な
っ
て
い

ま
す
。
20
セ
ッ
ト
購
入
の

予
算
で
未
満
児
か
ら
３
歳

で
13
人
で
す
。

問
　
家
庭
教
育
支
援
総
合

推
進
事
業
の
報
償
費
63
万

６
千
円
の
家
庭
教
育
コ
ー

受
け
ら
れ
る
国
民
皆
保
険

の
最
後
の
と
り
で
と
し
て
、

県
と
市
で
国
民
健
康
保
険

事
業
の
安
定
的
な
運
営
に

努
め
市
民
の
健
康
の
維
持
・

増
進
に
努
め
る
と
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
が
減
少
し
て
い
る
、

医
療
費
が
全
体
的
に
減
少

し
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
の
増
額
に
な

っ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答

　平
成
27
年
度
か
ら
高

額
療
養
費
の
区
分
が
３
区

分
か
ら
５
区
分
に
な
っ
た

か
ら
で
す
。
今
ま
で
非
課

税
で
は
な
い
が
、
少
し
課

税
で
あ
る
方
、
限
度
額
で

高
額
に
あ
た
ら
な
か
っ
た

方
な
ど
が
、
平
成
27
年
度

以
降
少
し
づ
つ
増
え
て
い

ま
す
。
そ
の
分
を
増
額
と

し
ま
し
た
。

主
な
意
見

平
成
30
年
度
か
ら
県
が

国
民
健
康
保
険
の
財
政
運

営
の
主
体
と
な
り
、
今
後
、

安
定
的
な
財
政
運
営
、
制

度
の
安
定
を
図
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
湖
南
市
で

も
高
齢
者
の
加
入
が
増
加

す
る
一
方
で
、
勤
労
世
代

は
被
用
者
保
険
へ
加
入
が

進
ん
で
い
る
た
め
、
今
後

の
財
政
状
況
見
通
し
も
厳

し
い
と
い
う
事
で
し
た
が
、

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て

く
る
収
納
率
向
上
や
保
険

事
業
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
に
着
実
に
取
り
組

ん
で
頂
き
た
い
と
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

反
対
の
立
場
か
ら
、
都

道
府
県
化
で
は
、
社
会
保

障
と
し
て
国
保
制
度
の
そ

も
そ
も
の
改
善
は
出
来
な

い
と
考
え
ま
す
。
と
の
反

対
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

介
護
保
険
特
別
会
計

基
本
理
念
と
し
て
、
高

齢
者
が
生
き
生
き
と
自
分

ら
し
く
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
湖
南
市
と
し
て
い
ま

す
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

内
に
２
チ
ー
ム
体
制
を
し

っ
か
り
分
け
る
形
で
、
市

内
の
法
人
か
ら
２
名
出
向

し
て
い
た
だ
く
計
画
で
進

め
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
給
付
費
は
要

支
援
に
係
る
費
用
、
介
護

給
付
費
は
要
介
護
１
～
５

に
つ
い
て
の
費
用
で
す
。

第
７
期
介
護
保
険
料
に

つ
い
て
は
、
基
準
額
５
３

９
６
円
と
い
う
こ
と
で
、

第
６
期
か
ら
は
３
０
０
円

程
度
引
き
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
平

均
６
千
円
と
報
道
さ
れ
て

い
ま
す
。
湖
南
市
に
お
い

て
は
、
ま
だ
ま
だ
若
い
ま

ち
で
あ
る
。
介
護
認
定
率

は
下
が
っ
て
い
ま
す
と
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
意
見

本
市
で
は
、
高
齢
化
率

が
上
が
っ
て
い
る
の
に
対

し
て
、
介
護
認
定
率
が
横

ば
い
な
の
は
、
市
民
に
予

防
意
識
や
予
防
活
動
が
浸

透
し
、
取
り
組
み
効
果
が

上
が
り
つ
つ
あ
る
の
か
と

思
い
ま
す
。

反
対
の
立
場
か
ら
、
高

齢
化
率
が
高
ま
る
中
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
給
付
が
増

え
れ
ば
、
比
例
し
て
際
限

な
く
保
険
料
が
上
が
っ
て

い
く
仕
組
み
で
、
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
料
が
２
割
、
３

割
負
担
の
方
も
お
ら
れ
、

高
齢
者
の
負
担
能
力
を
超

え
て
い
く
こ
の
制
度
に
反

対
で
す
。
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

賛
成
多
数
で
可
決

予算常任委員会
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平
成
30
年
１
月
16
日
・
17
日

研
修
地

　東
京
都
立
川
市

　
　
　
　東
京
都
多
摩
市

立
川
市
議
会
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
！

多
摩
市
議
会
の
事
務
事
業

評
価
！

立
川
市
議
会
で
は
、
若

手
議
員
か
ら
機
会
あ
る
度

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
要

望
が
あ
り
、
議
会
運
営
委

員
会
で
、
平
成
25
年
９
月

に
先
進
自
治
体
を
視
察
、

同
年
10
月
に
逗
子
市
議
会

を
視
察
、
同
年
11
月
に
は

逗
子
市
議
会
が
導
入
し
て

い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
事
業
者

に
よ
る
シ
ス
テ
ム
の
説
明

会
を
実
施
、
同
年
12
月
に

全
議
員
を
対
象
に
当
該
事

業
者
に
よ
る
説
明
会
を
実

施
、
平
成
26
年
度
当
初
予

算
で
予
算
計
上
し
、
同
年

９
月
か
ら「
情
報
の
効
率

的
な
伝
達
方
法
の
確
立
」

と「
紙
の
省
資
源
化
」
を
目

的
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
を

ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
に

よ
っ
て
大
量
の
情
報
を
携

平
成
30
年
２
月
６
日
・
７
日

研
修
地

　静
岡
県
焼
津
市

「
ふ
る
さ
と
納
税
」に
つ
い

て
　平
成
28
年
度
51
．
３
億

円（
全
国
３
位
）

・
取
り
組
み
モ
ッ
ト
ー

　

「
ふ
る
さ
と
納
税
で
焼
津

を
げ
ん
き
に
！
」

◎
特
色
　

　①
お
礼
の
品
数
が
日
本

一

　１
８
０
０
品
で
２
位

以
下
を
圧
倒
し
て
お
り
、

美
味
し
い
も
の
が
い
っ
ぱ

い
あ
る

　②
お
礼
品
の

ジ
ャ
ン
ル
・
種
類
が
多
く
、

お
礼
品
を
選
ぶ
の
が
楽
し

い

　③
８
割
弱
が
魚
介
類

や
水
産
加
工
品
で
、
年
末

年
始
需
要
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
。

◎
ふ
る
さ
と
納
税
の
目
的

　①
市
内
産
業
の
振
興

　

②
焼
津
市
に
移
住
す
る
人
、

観
光
に
来
る
人
の
増
加

　

③
収
入
の
確
保

　④
水
産

都
市「
焼
津
」
の
ブ
ラ
ン
ド

力
、
知
名
度
の
ア
ッ
プ

◎
ふ
る
さ
と
納
税
効
果

　①
ま
ち
が
元
気
に
！
・

行政視察報告

帯
し
、
常
時
、
検
索
・
閲

覧
が
可
能
と
な
り
、
さ
ら

に
情
報
提
供
に
要
す
る
時

間
が
短
縮
で
き
る
な
ど
の

効
果
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。

ま
た
課
題
と
し
て
は
、
紙

資
料
と
の
併
行
で
運
用
を

開
始
し
た
た
め
紙
削
減
が

進
ま
ず
、
今
後
は
目
標
を

持
っ
て
紙
資
料
の
削
減
を

進
め
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
実
機
を

使
い
な
が
ら
詳
細
な
説
明

を
受
け
、
各
委
員
か
ら
多

く
質
問
が
出
さ
れ
、
本
市

議
会
の
今
後
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
導
入
に
向
け
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

多
摩
市
議
会
で
は
主
と

し
て
事
務
事
業
評
価
や
議

会
報
告
会
な
ど
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

多
摩
市
は
平
成
16
年
か

ら
決
算
事
業
報
告
書
の
作

成
を
始
め
、
こ
れ
を
受
け

て
平
成
17
年
９
月
に
議
会

に
よ
る
事
務
事
業
評
価
を

始
め
る
べ
く
決
算
特
別
委

員
会
改
革
に
着
手
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
19

年
10
月
に
議
会
基
本
条
例

制
定
を
め
ざ
し
て
議
会
改

革
特
別
委
員
会
を
設
置
。

平
成
22
年
３
月
に
議
会
基

本
条
例
を
可
決
し
、
同
年

９
月
に
施
行
。
当
該
条
例

に
基
づ
い
て
、
平
成
22
年

11
月
に
議
会
報
告
会
を
実

施
。
翌
年
の
11
月
か
ら
年

２
回（
予
算
・
決
算
）
の
報

告
会
実
施
を
確
認
し
た
が
、

平
成
29
年
３
月
に
基
本
条

例
を
改
正
し
、
議
会
報
告

会
と
意
見
交
換
会
を
選
択

可
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
事
務
事
業
評
価

に
つ
い
て
は
、
４
つ
の
常

任
委
員
会
が
そ
れ
ぞ
れ
分

科
会
を
組
織
し
て
、
行
政

経
営
報
告
書
を
踏
ま
え
各

常
任
委
員
会
の
所
管
事
業

か
ら
事
務
事
業
評
価
の
対

象
事
業
を
抽
出
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
が
、
評
価

に
つ
い
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ

プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド
の
観
点

が
大
切
で
あ
り
、
そ
の
方

向
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
が
元
気

に
な
っ
た
。・
市
民
皆
様

の
自
信
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
②
市
も
事
業
者
も

チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
。
③

実
績
を
あ
げ
る
こ
と
で
、

「
焼
津
市
」
の
知
名
度
が
向

上

　④
成
果
が
見
え
る
こ

と
で
、
職
員
の
意
識
と
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上

◎
今
後
の
課
題

　①
総
務
省
の
通
達
の

順
守（
返
礼
率
３
割
以
下
、

資
産
性
返
礼
品
の
廃
止
）

　

②
返
礼
品
の
見
直
し

　③

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
拡
大
、

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

の
強
化

　④
焼
津
市
を
応

援
し
て
く
れ
る「
リ
ピ
ー

タ
ー
」の
確
保

研
修
地

　静
岡
県
掛
川
市

「
防
災
体
制
」・「
防
災
へ
の

取
り
組
み
」に
つ
い
て

◎�

災
害
時
に
、
一
人
ひ
と

り
の
最
適
な
行
動
を
行

政
が
示
す
の
は
困
難

・「
自
ら
の
身
は
自
分
で

守
る
」
と
い
う
考
え
方
の

浸
透
。・「
自
助
を
求
め
る

姿
勢
の
尊
さ
」
を
行
政
が

示
す
。・「
地
区
防
災
計

画
」「
企
業
の
防
災
計
画
」

「
家
庭
の
避
難
計
画
」
作
成

の
指
導
・
災
害
時
は
、
避

難
所
へ
の
移
動
の
み
で
な

く
全
て
の
行
動
が
避
難
行

動◎�

災
害
に
備
え
た
取
り
組

み　①「
掛
川
市
地
震
・
津
波

対
策
寄
附
金
」
の
設
置
・

市
民
、
自
治
会
、
企
業
、

団
体
と
の「
協
働
」
で
５
年

間
で
３
億
円
の
募
金
活
動

　

②
出
前
安
全
講
座

　年
間

１
０
０
回
以
上
の
開
講

◎「
自
主
防
災
会
」の
活
動

　①
毎
年
、
中
学
１
年
生

と
避
難
所
運
営
を
行
う
自

主
防
災
会
役
員
が
、
体
育

館
で
宿
泊
を
含
め
た
訓
練

の
実
施

　②
地
区
住
民
が
、

自
ら
津
波
避
難
場
所
の

「
か
ぐ
ら
山
」
を
整
備
。
③

女
性
で
構
成
し
た
女
性
自

主
防
災
会
を
設
置
。
④
各

世
帯
ご
と
、
毛
布
入
り
の

ダ
ン
ボ
ー
ル
に
世
帯
名
を

記
入
し
避
難
所
に
保
管
。

総務常任委員会

議会運営委員会
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静岡市

平
成
30
年
１
月
25
日
・
26
日

研
修
地

　千
葉
県
佐
倉
市

「
認
知
症
に
や
さ
し
い
佐

倉
」�佐

倉
市
の
認
知
症
の
取

り
組
み
は
、
高
齢
福
祉
課

包
括
ケ
ア
推
進
班
が
中
心

に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
班
で
は
10
人
が
、

①
介
護
予
防
に
関
す
る
こ

と
②
認
知
症
対
策
に
関
す

る
こ
と
③
物
忘
れ
相
談
④

在
宅
医
療
介
護
連
携
に
関

す
る
こ
と
⑤
生
活
支
援
体

制
整
備
に
関
す
る
こ
と
。

の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
さ
れ

て
い
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
状
況
は
、
平
成
18
年

に
１
６
９
人
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
平
成
29
年
12
月
末

で
は
1
万
7
7
8
3
人
と

10
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
と
思
っ

た
の
は
、
中
学
生
サ
ポ
ー

タ
ー
の
養
成
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
で
す
。
佐

倉
中
学
校
で
は
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
の
出
前
講
座
が

行
わ
れ
、
中
学
生
サ
ポ
ー

平
成
30
年
１
月
22
日
・
23
日

研
修
地

　大
阪
府
河
内
長
野
市

奥お
く

河か
わ
ち

内
く
ろ
ま
ろ
の
郷さ

と

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
の
規

模
は
小
さ
い
も
の
の
多
く

の
女
性
客
で
賑
わ
っ
て
い

ま
し
た
。
春
夏
秋
は
軒
下

で
の
食
事
も
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。
メ
ニ
ュ
ー
と

し
て
は
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
、

回
転
率
は
悪
い
が
手
間
が

省
か
れ
て
い
ま
す
。
メ
イ

ン
に
地
元
産
野
菜
の
天
ぷ

ら
が
あ
り
、
サ
ラ
ダ
、
惣

菜
、
郷
土
料
理
、
ご
は
ん
、

そ
ば
、
飲
み
物
な
ど
も
充

実
。
接
客
に
経
費
は
か
け

ず
、
食
材
と
レ
パ
ー
ト

リ
ー
で
還
元
す
る
方
針
の

よ
う
で
す
。
店
の
雰
囲
気
、

メ
ニ
ュ
ー
、
値
段
、
滞
在

時
間
も
当
初
か
ら
女
性
を

タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
絞
り
運
営

を
さ
れ
て
い
る
様
で
、
売

上
も
当
初
目
的
を
達
成
出

来
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

研
修
地

　奈
良
県
葛
城
市

道
の
駅
　
か
つ
ら
ぎ

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
は
合

計
６
店
舗
、
直
営
２
店
舗

みらい公園
湖南

奥河内
くろまろの郷

道の駅
かつらぎ

敷地面積 約9,636㎡ 約17,704㎡ 約33,000㎡

直売所面積 約1,347㎡ 約1,456㎡ 約711㎡

総事業費
約8億円

（レストラン含）
約14億円 約31億円

管理の形式 指定管理 指定管理 指定管理

管理者
JAこうか
（ここぴあ）

JA大阪南 ㈱道の駅葛城

営業時間 9時～19時 9時～18時 ８時半～19時

想定売上／年
H29年度
2億3400万

H29年度
5億

H28.11～H29.10
8億1千万円

レストラン面積
約212㎡
（建設中）

約175㎡ 約350㎡

行政視察報告

タ
ー
を
養
成
し
、
実
際
に

声
掛
け
で
成
果
を
上
げ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
し
て
市
職
員
全
員
に
対

し
て
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
行
っ
て
い
る
こ
と
で

す
。

研
修
地

　静
岡
県
静
岡
市

「
名
勝
三
保
の
松
原
の
保

存
・
育
成
・
管
理
」に
つ

い
て名

勝
三
保
の
松
原
の
基

本
情
報

◎
２
万
年
か
け
て
安
倍
川

の
土
砂
か
ら
形
成
。

◎
現
存
の
マ
ツ
の
樹
齢
、

古
い
も
の
で
２
０
０
年
超

（
神
の
道
龍
の
松

　測
定

結
果
２
５
７
年
）

◎
２
０
１
３
年（
平
成
25

年
）

　「
富
士
山
―
信
仰
の

対
象
と
芸
術
の
源
泉
―
」

の
構
成
資
産
と
し
て
登

録
・
三
保
の
松
原
に
関
わ

る
行
政
組
織
は
６
課
と
１

事
務
所
が
、
静
岡
県
に
お

い
て
も
、
４
課
と
1
研
究

セ
ン
タ
ー
が
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
県
と
市
が
連
携
し

た
組
織
が
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

◎
日
常
管
理
は
松
葉
掻
き
、

下
草
刈
り
、
つ
る
除
去
、

除
伐
、
補
植
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ

の
保
護
育
成
の
取
り
組
み

と
変
わ
ら
な
い
が
、
大
き

く
違
う
の
は
規
模
の
大
き

さ
で
し
た
。
具
体
的
に
は

こ
れ
ら
の
活
動
に
参
加
す

る
人
数
が
違
う
。
専
門
的

管
理
は
密
度
管
理
、
マ
ツ

材
線
虫
病
対
策
、
個
体
管

理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
有

識
者
に
よ
る
助
言
、
資
格

取
得（
樹
木
医
、
松
保
護

士
）
の
活
動
。
２
名
の
職

員
が
樹
木
医
の
資
格
を
持

ち
、
松
保
護
士
の
資
格
も

１
名
の
職
員
が
持
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
静
岡
市
あ

げ
て
の
取
り
組
み
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。

と
い
う
形
態
で
、
大
半
は

直
営
店
で
の
売
り
上
げ
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

指
定
管
理
者
で
あ
る
経
営

母
体
の
地
域
性
が
強
い
た

め
、
そ
の
影
響
が
あ
る
の

で
は
と
思
い
ま
す
。
フ
ー

ド
コ
ー
ト
形
式
と
な
っ
て

お
り
、
惣
菜
を
何
点
か
選

べ
る
た
め
、
季
節
に
応
じ

て
地
元
野
菜
の
活
用
が
可

能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

双
方
の
直
売
所
で
は
、

花
の
販
売
が
充
実
さ
れ
売

上
も
好
調
。
集
客
の
大
き

な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。

福祉教育常任委員会

産業経済常任委員会
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吉永山手線の現地踏査

算
す
る
。

２
．
住
居
を
所
有
す
る
職

員
に
月
額
6
千
円
を
支

給
す
る
。

・
世
帯
主
の
職
員
に
支
給

す
る
住
居
手
当
の
加
算

額
が
平
成
30
年
度
７
６

0
万
円
と
な
る
こ
と
に

つ
い
て
。

・
市
内
へ
の
移
住
や
定
住

を
促
進
す
る
こ
と
と
、

災
害
時
の
地
区
連
絡
所

や
災
害
警
戒
本
部
・
対

策
本
部
の
各
班
の
運
営
、

お
よ
び
他
の
事
業
の
運

営
に
寄
与
す
る
こ
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
。

全
員
反
対
で
否
決

■
議
案
第
５
号

湖
南
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

審
査
内
容

・
平
成
30
年
度
の
国
民
健

康
保
険
税
率
の
改
正
を

行
う
こ
と
に
つ
い
て
。

・
県
の
取
り
組
み
が
、
平

成
36
年
度
以
降
、
早
い

時
期
に
県
下
で
保
険
税

率
の
統
一
を
図
っ
て
い

■
議
案
第
３
号

湖
南
市
付
属
機
関
設
置
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

審
査
内
容

・
湖
南
市
同
和
教
育
推
進

委
員
会
を
廃
止
す
る
こ

と
に
伴
い
、
別
表
か
ら

削
る
こ
と
に
つ
い
て

・「
付
属
機
関
」
の
表
記
を

常
用
漢
字
表
に
基
づ
き

「
附
属
機
関
」
に
改
め
る

こ
と
に
つ
い
て

・
同
和
教
育
に
関
す
る
人

権
教
育
の
所
轄
を
市
長

部
局
の
人
権
擁
護
課
に

統
一
す
る
こ
と
に
つ
い

て
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
４
号

湖
南
市
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
審
査
内
容

・
市
内
に
居
住
す
る
職
員

に
、
住
居
手
当
を
支
給

す
る
こ
と
に
つ
い
て
。

１
．
住
居
を
賃
借
す
る
職

員
に
月
額
9
千
円
を
加

く
こ
と
に
つ
い
て
。

審
査
の
後
、
討
論
は
な

く
、
採
決
の
結
果
、
全
員

賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま

し
た
。

■
議
案
第
15
号

湖
南
市
消
防
団
員
等
公
務

災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

審
査
内
容

・
湖
南
市
消
防
団
員
等
公

務
災
害
補
償
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
こ
と
に

つ
い
て
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
31
号

議
決
事
項
の
変
更
に
つ
い

て
審
査
内
容

平
成
30
年
３
月
31
日
を

も
っ
て
湖
南
市
青
少
年
自

然
道
場
を
廃
止
す
る
た
め
、

指
定
管
理
の
期
間
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て

全
員
賛
成
で
可
決

問
　
対
象
と
な
る
事
業
者

か
ら
の
理
解
は
あ
る
程
度

得
ら
れ
て
い
る
の
か
。

答

　各
団
体
に
対
し
本
条

例
の
趣
旨
は
説
明
し
て
お

り
、
理
解
を
頂
い
て
い
ま

す
。

問
　
本
会
議
で
の
質
疑
で

本
来
な
ら
も
っ
と
早
く
に

こ
の
条
例
案
を
制
定
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
回
答
が
あ

っ
た
と
記
憶
す
る
が
。
そ

の
理
由
は
。

答

　地
域
未
来
投
資
促
進

法
と
生
産
性
革
命
に
関
す

る
具
体
的
な
政
策
が
国
で

は
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
即
効
性
を
可

能
と
す
る
た
め
に
基
本
と

な
る
本
条
例
を
制
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

た
、
上
程
時
期
と
し
て
決

し
て
遅
れ
た
わ
け
で
は
な

く
、
地
方
創
生
が
ス
タ
ー

ト
し
、
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご

と
プ
ラ
ン
と
し
て
総
合
戦

略
を
定
め
た
時
が
上
程
時

期
と
し
て
最
適
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
う
と
い
う
答

弁
で
あ
っ
た
と
と
ら
え
て

湖
南
市
地
域
産
業
振
興
基

本
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

問
　
第
２
条
の（
定
義
）に

市
内
事
業
者
で
該
当
し
な

い
も
の
は
あ
る
の
か
。

答

　基
本
的
に
は
事
業
者

と
し
て
該
当
し
な
い
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
　
本
条
例
と
関
連
す
る

条
例
や
政
策
は
あ
る
か
。

答

　条
例
と
し
て
関
連
す

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

地
方
創
生
に
よ
る
働
く
場

の
創
出
プ
ラ
ン
と
し
て
の

政
策
な
ど
が
関
係
し
ま
す
。

問
　
産
業
振
興
戦
略
推
進

会
議
の
具
体
的
内
容
は
。

答

　当
初
予
算
で
の
計
上

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
度
内

で
具
体
的
に
決
め
て
い
き

ま
す
。

問
　
対
象
者
を
市
内
事
業

者
全
て
と
定
め
て
い
る
が

産
業
振
興
戦
略
推
進
委
員

と
し
て
は
実
質
、
商
工
会

な
ど
の
各
種
団
体
の
負
担

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答

　各
種
団
体
だ
け
に
甘

え
る
こ
と
な
く
、
意
見
を

尊
重
し
ま
す
。

い
ま
す
。全

員
賛
成
で
可
決

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て
八
重
谷
跨
道
橋
線
と
吉

永
山
手
線
を
新
た
に
市
道

と
し
て
認
定
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
で
可
決

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い

て
市
道
大
塚
団
地
１
号
線

を
大
塚
１
号
線
に
、
市
道

大
塚
団
地
３
号
線
を
大
塚

２
号
線
に
変
更
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
で
可
決

市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い

て
市
道
路
線
の
変
更
に
伴

い
廃
止
に
す
る
も
の
。

全
員
賛
成
で
可
決

他
に
請
願
２
件
、議
案
３

件
、計
９
議
案
を
審
査

総務常任委員会

産業経済常任委員会
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い
て
は
、
こ
の
３
月
末
ま

で
に
お
示
し
し
ま
す
。
と

の
説
明
で
し
た
。

当
委
員
会
委
員
か
ら
は
、

認
め
ら
れ
た
債
務
負
担
行

為
予
算
に
つ
い
て
、
未
執

行
分
は
、
こ
の
３
月
議
会

で
減
額
補
正
を
す
る
べ
き
、

住
民
へ
の
周
知
を
積
極
的

に
し
て
い
く
べ
き
、
西
庁

舎
周
辺
施
設
検
討
委
員
会

の
開
催
は
い
つ
頃
予
定
し

て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
か
ら
は
、
債
務
負
担

行
為
に
つ
い
て
は
、
未
契

約
の
場
合
、
自
動
的
に
失

効
す
る
と
の
判
断
を
し
ま

し
た
。
西
庁
舎
お
よ
び
周

辺
施
設
に
か
か
る
公
共
施

設
等
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進

委
員
会
に
つ
い
て
は
、
現

在
白
紙
の
状
態
で
す
が
、

平
成
30
年
度
に
早
期
設
立

し
、
検
討
に
入
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
の
意
見
は
も

と
よ
り
議
会
と
の
協
議
を

慎
重
に
重
ね
な
が
ら
庁
舎

整
備
を
進
め
て
い
き
た
い
、

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

第
10
回
特
別
委
員
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
の

審
議
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

市
か
ら
は
、
取
り
組
み

状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

複
合
庁
舎
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
基
本
設
計
業
務
・

オ
フ
ィ
ス
環
境
整
備
業
務

は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
で

業
者
選
定
を
し
ま
す
。
三

月
中
に
契
約
完
了
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

発
注
者
支
援
業
務
に
つ

い
て
は
、
当
初
、
設
計
施

工
一
体
型
の
デ
ザ
イ
ン
ビ

ル
ド
方
式
で
計
画
し
、
そ

の
支
援
業
務
を
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
社
会
情

勢
を
考
慮
し
、
従
来
型
の

基
本
設
計
・
実
施
設
計
・
施

工
方
式
で
進
め
る
こ
と
と

し
た
た
め
、
年
度
内
発
注

は
見
送
り
ま
し
た
。
複
合

予
定
施
設
の
内
、
甲
西
図

書
館
は
現
状
の
ま
ま
残
す

方
向
で
、
基
本
設
計
か
ら

は
省
い
て
い
ま
す
。
な
お
、

今
後
の
財
政
見
通
し
に
つ

部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。
運
営
協
議
会
の
役

割
は
大
き
く
変
わ
る
の
か
、

と
の
質
疑
に
対
し
、
名
前

は
変
わ
る
が
内
容
は
変
わ

ら
な
い
。
保
険
料
は
、
こ

れ
ま
で
ど
お
り
市
が
決
定
、

運
営
協
議
会
に
諮
る
と
の

答
弁
で
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
７
号

青
少
年
自
然
道
場
は
義

務
教
育
諸
学
校
の
児
童
生

徒
の
集
団
宿
泊
施
設
と
し

て
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
、

生
活
環
境
や
社
会
情
勢
の

変
化
に
よ
り
、
近
年
は
学

校
の
利
用
が
激
減
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
の
役
割

を
終
え
た
と
し
て
、
廃
止

条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
と
お
り

で
す
。

廃
止
後
、
管
理
は
総
務

部
に
移
る
の
か
、
利
活
用

の
判
断
は
教
育
部
な
の
か

総
務
部
な
の
か
、
と
の
質

疑
に
対
し
、
廃
止
後
の
施

福
祉
教
育
常
任
委
員
会
の

審
査
に
つ
い
て
の
報
告

■
議
案
第
１
号

指
定
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
の
指
定
等
に
つ
い
て

権
限
が
県
か
ら
市
町
村
に

移
譲
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

条
例
で
指
定
居
宅
介
護
支

援
等
の
基
準
を
定
め
る
た

め
、
条
例
を
制
定
す
る
と

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。
要
介
護
支
援
者
に

対
し
、
在
宅
介
護
が
重
視

さ
れ
て
い
る
が
、
県
の
支

援
は
ど
う
な
る
の
か
、
と

の
質
疑
に
対
し
、
事
業
所

の
指
定
に
つ
い
て
は
市
に

移
譲
さ
れ
る
が
、
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
試
験

は
県
が
行
う
。
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
６
号

持
続
可
能
な
医
療
保
険

制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
平

成
30
年
４
月
１
日
か
ら
の

施
行
に
伴
い
、
条
例
の
一

設
は
、
普
通
財
産
と
な
る
。

普
通
財
産
の
所
管
は
総
務

部
だ
が
、
今
後
の
利
活
用

の
方
針
が
決
ま
る
ま
で
は
、

教
育
部
が
管
理
を
行
う
。

利
活
用
の
検
討
は
、
両
部

が
協
議
す
る
と
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

態
度
表
明
後

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
８
号

児
童
福
祉
法
の
一
部
に

項
ず
れ
が
生
じ
る
た
め
の

改
正
で
あ
る
。
と
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
９
号

第
７
期
介
護
保
険
事
業

計
画
で
平
成
30
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
介
護

保
険
料
な
ど
の
改
定
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

主
な
質
疑
は
次
の
通
り

で
す
。
主
な
見
直
し
内
容

は
、
と
の
質
疑
に
対
し
、

大
き
な
施
設
の
設
置
は
な

い
。
小
規
模
多
機
能
の
施

設
を
２
ヵ
所
増
や
し
て
い

く
。
譲
渡
所
得
の
特
例
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

震
災
な
ど
の
事
情
に
よ
り

土
地
を
手
放
す
場
合
に
は
、

特
別
控
除
す
る
と
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
10
号

医
療
介
護
の
連
携
の
推

進
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
む
け
た
支
援
の
た
め

の
条
例
改
正
と
の
説
明
で

し
た
。
主
な
質
疑
は
次
の

通
り
で
す
。
利
用
者
お
よ

び
そ
の
家
族
の
参
加
を
基

本
と
あ
る
が
、
新
た
に

入
っ
た
理
由
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
こ
れ
ま
で
も

家
族
、
本
人
を
含
め
協
議

し
て
い
る
と
の
答
弁
で
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

■
議
案
第
11
号

高
齢
者
の
自
立
支
援
と

要
介
護
状
態
の
重
度
化
防

止
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
、
制
度
の
持
続
可
能
性

を
確
保
し
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
提
供
の
た
め
の
条
例

改
正
と
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

全
員
賛
成
で
可
決

福祉教育常任委員会

庁舎整備特別委員会

湖南市議会だより11



代表質疑・質問

湖
南
市
施
政
方
針
か
ら

問
　
中
小
企
業
者
な
ど
の

先
進
的
設
備
投
資
に
対
し

て
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
を
３
年
間
ゼ
ロ
に
す
る

と
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
進
め
方
な
の
で
す
か
。

答

　本
市
で
は
、
国
と
一

体
と
な
っ
て
、
中
小
企
業

の
生
産
性
革
命
と
収
益
向

上
に
向
け
た
最
も
効
果
的

な
支
援
を
行
う
た
め
、
本

制
度
を
最
大
限
活
用
し
、

先
端
設
備
な
ど
の
導
入
に

係
る
固
定
資
産
税
を
ゼ
ロ

に
し
、
強
力
に
後
押
し
し

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

問
　
十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら

の
未
来
性
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答

　地
方
創
生
拠
点
整
備

交
付
金
を
利
用
し
、
施
設

の
一
部
改
修
に
よ
り
岩
盤

浴
や
壺
風
呂
の
設
置
、
体

験
工
房
の
館
の
増
築
を
行

っ
て
い
ま
す
。
湖
南
市
の

観
光
に
お
け
る
課
題
と
な

っ
て
い
る
市
内
で
の
滞
在

時
間
を
延
ば
す
と
い
う
こ

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

未
来
投
資
の
波
及
効
果

答

　地
域
内
調
達
や
内
外

に
波
及
効
果
の
大
き
い
産

業
分
野
に
挑
戦
す
る
事
業

を
支
援
し
、
２
０
２
２
年

度
末
ま
で
に
5
2
7
7
万

円
超
の
付
加
価
値
の
増
加
、

売
上
げ
3.4
％
増
、
雇
用
者

数
3.8
％
増
の
経
済
的
効
果

を
目
指
し
ま
す
。

農
業
と
福
祉
の
連
携

答

　農
業
者
の
理
解
と
福

祉
事
業
者
の
協
力
、
高
齢

者
を
農
業
支
援
者
に
育
成
、

障
が
い
者
と
と
も
に
農
業

生
産
力
を
生
み
出
し
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
の
活
用

答

　「
市
民
活
動
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
応
援
資
金
」
と
し

て
、
地
域
づ
く
り
活
動
や

起
業
を
支
援
し
、
活
性
化

や
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ

ま
す
。

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス

答

　特
別
支
援
学
校
卒
業

生
が
希
望
す
る
生
活
介
護

事
業
所
の
不
足
を
は
じ
め
、

社
会
適
応
が
難
し
い
人
の

と
、
新
た
な
年
齢
層
の
来

訪
客
の
増
加
、
域
内
に
お

け
る
観
光
消
費
額
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

問
　
教
員
の
働
き
方
改
革

は
。

答

　部
活
動
指
導
に
対
す

る
支
援
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
度
か
ら
、
単
独
で

の
指
導
や
大
会
へ
の
引
率

が
可
能
で
あ
る
部
活
指
導

員
を
配
置
し
、
さ
ら
な
る

改
善
に
取
り
組
む
予
定
と

し
て
い
ま
す
。

湖
南
市
教
育
方
針
か
ら

問
　「
家
庭
学
習
支
援
シ

ス
テ
ム
」の
構
築
の
具
体

化
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答

　家
庭
学
習
が
定
着
し

て
い
な
い
児
童
生
徒
の
家

庭
生
活
を
整
え
、
学
校
外

で
の
学
習
を
習
慣
化
す
る

こ
と
に
よ
り
学
力
保
障
を

す
る
た
め
に
、
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

再
挑
戦
の
場
、
本
人
や
家

族
の
高
齢
化
と
住
ま
い
の

確
保
な
ど
課
題
が
山
積
し

て
い
る
が
、
緊
急
ケ
ー
ス

な
ど
も
、
必
要
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
つ
と
め
ま
す
。

問
　
石
部
駅
の
改
修
時
に

は
視
覚
障
が
い
者
の
転
落

防
止
の
た
め
、
ホ
ー
ム
に

内
方
線
付
き
点
字
ブ
ロ
ッ

ク
の
設
置
を
。

答

　利
用
者
の
安
全
や
利

便
性
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

在
宅
の
認
知
症
施
策

答

　65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
介
護
認
定
者
は
１

７
２
８
人
で
認
知
症
と
診

断
さ
れ
た
の
は
60
%
、
高

齢
者
全
体
の
12
%
程
度
で

す
。
認
知
症
初
期
集
中
支

援
チ
ー
ム
や
地
域
支
援
推

進
員
を
設
置
し
、
早
期
か

ら
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

地
域
づ
く
り
型
市
民
大
学

答

　一
人
ひ
と
り
の
学
び

を
地
域
づ
く
り
に
活
か
せ

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
を
体
系
化
一
元
化
し
、

７
月
か
ら「
こ
な
ん
市
民

大
学
」と
し
て
始
め
ま
す
。

平成30年度　
� 施政方針・教育方針を問う！

協働の地域づくりと人づくりを

湖南市公明党議員団代表●くわはらだ　美知子議員

議会改革ネットワーク代表●植中　みやこ 議員
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新庁舎等の配置計画

代表質疑・質問

問
　
庁
舎
整
備
で
の
到
達

点
と
甲
西
図
書
館
は
存
続

さ
れ
る
の
か
。

答

　東
庁
舎
は
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
。
防

災
拠
点
と
し
て
の
庁
舎
整

備
に
併
せ
、
甲
西
図
書
館

は
事
業
費
の
観
点
か
ら
も

見
直
し
を
行
い
、
既
存
施

設
を
利
用
す
る
こ
と
を
視

野
に
進
め
ま
す
。

国
保
の
減
額
調
整
額
の
活

用
を

問
　
中
学
卒
業
ま
で
の
医

療
費
助
成
は
実
施
さ
れ
な

い
の
か
。
子
ど
も
の
医
療

費
窓
口
無
償
化
に
対
し
て

課
せ
ら
れ
て
い
た
国
保
の

減
額
調
整
措
置（
ペ
ナ
ル

テ
ィ
）で
未
就
学
児
ま
で

が
廃
止
さ
れ
、
こ
の
見
直

し
で
浮
い
た
財
源
を
子
育

て
支
援
に
活
用
で
き
な
い

の
か
。

答

　子
育
て
支
援
で
経
費

の
増
大
が
見
込
ま
れ
る
。

別
に
新
た
な
恒
常
財
源
が

確
保
で
き
な
け
れ
ば
、
子

ど
も
の
医
療
費
助
成
は
難

し
い
。

「
災
害
に
強
い
庁
舎
改
築
」

に
つ
い
て

答

　「
湖
南
市
庁
舎
建
設

及
び
周
辺
整
備
基
本
計

画
」
に
基
づ
き
、
市
民
の

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を

支
え
る
拠
点
と
な
る
よ
う

高
度
な
耐
震
機
能
を
備
え
、

大
規
模
災
害
の
発
生
時
に

は
救
助
や
復
旧
・
復
興
に

向
け
た
指
揮
活
動
や
情
報

収
集
な
ど
災
害
復
旧
・
復

興
活
動
の
機
能
を
担
う
拠

点
と
な
る
庁
舎
の
整
備

を
図
る
た
め
に
、
周
辺
の

施
設
を
含
め
機
能
を
集
約

化
・
複
合
化
す
る
た
め
の

基
本
設
計
に
取
り
掛
か
る

も
の
で
す
。
基
本
設
計

は
、
10
年
後
・
20
年
後
の

人
口
・
財
政
動
向
へ
の
加

味
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
28
年
4

月
策
定
の
第
2
次

湖
南
市
総
合
計
画

の
総
合
的
な
人
口

減
少
対
策
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
平
成
37
年
に

は
現
状
の
人
口
規

歯
科
治
療
費
の
助
成
の
検

討
を

問
　
全
体
の
医
療
費
が
無

理
で
あ
る
な
ら
、
歯
科
治

療
の
医
療
費
助
成
か
ら
始

め
て
は
ど
う
か
。

答

　歯
科
治
療
に
つ
い
て

の
提
案
で
す
が
、
今
ま
で

そ
う
い
っ
た
発
想
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
ど

れ
く
ら
い
の
負
担
が
あ
る

の
か
を
明
ら
か
に
し
て
検

討
し
ま
す
。

問
　
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
の
保

存
活
用
事
業
に
つ
い
て

答

　活
用
計
画
を
平
成
30

年
か
ら
３
年
計
画
で
進
め

ま
す
。
観
光
か
ら
も
里
山

整
備
と
一
体
に
進
め
ま
す
。

問
　
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
に

つ
い
て
。

答

　旧
基
準
で
建
築
さ
れ

て
い
る
木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
、
補
強
案
作
成
は
無

料
。
改
築
工
事
の
補
助
金

の
交
付
に
加
え
て
、
市
の

単
独
施
策
と
し
て
木
造
建

築
耐
震
改
修
に
対
す
る
補

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

模
を
維
持
す
る
こ
と
、
ま

た
平
成
52
年
に
お
き
ま
し

て
も
、
平
成
22
年
の
人
口

5
万
4
6
1
2
人
の
概
ね

5
%
減
と
見
込
ん
で
お
り

ま
す
。
基
本
設
計
に
お
き

ま
し
て
は
将
来
人
口
の
動

向
や
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
た
将
来
の
行

政
組
織
の
変
化
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
な
庁
舎
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

「
地
域
創
生
と
仕
事
づ
く

り
」に
つ
い
て

答

　地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
高
い
付
加
価
値
を
創

出
し
な
が
ら
、
地
域
の
事

業
者
と
共
に
地
域
経
済
を

牽
引
す
る
事
業
の
創
出
を

促
進
し
て
行
き
ま
す
。

甲西図書館はそのまま存続に

なぜいまなのか？新庁舎建設！！

日本共産党湖南市議員団代表●立入　善治 議員

無所属の会「市民の力」代表●望月　卓 議員
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代表質疑・質問

問
　
新
中
郡
橋
構
想
、
野

洲
川
直
轄
河
川
化
、
国
１

バ
イ
パ
ス
４
車
線
化
を
主

軸
と
し
て
会
派
で
活
動
を

重
ね
て
来
た
が
、
新
中
郡

橋
構
想
が
県
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
で
明
記
さ
れ
、
石

部
駅
舎
の
改
修
も
道
筋
が

見
え
て
き
た
。
ま
た
直
轄

化
で
は
野
洲
川
を
は
じ
め
、

市
内
河
川
の
浚し

ゅ
ん
せ
つ渫

に
県
も

重
要
度
を
理
解
し
、
今
後

の
対
応
に
期
待
が
高
ま
り

ま
す
。
４
車
線
化
で
は
周

辺
国
道
整
備
以
上
に
必
要

性
を
伝
え
る
段
階
で
は
な

い
か
。

答

　重
点
事
項
と
し
て
努

力
を
重
ね
ま
す
。

問
　
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
、
市

民
を
応
援
す
る
環
境
を
構

築
す
る
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
手
法
は
も
う
飽
和
状
態

と
も
い
え
、
目
的
、
効
果
、

そ
の
対
象
と
よ
り
明
確
化

し
な
け
れ
ば
、
大
き
な
効

果
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま

せ
ん
。
善
水
寺
の
桧
皮
葺

き
の
よ
う
な
事
業
で
は
大

き
な
効
果
を
期
待
で
き
ま

す
が
、
ど
の
よ
う
な
支
援

で
あ
る
の
か
。

答

　サ
イ
ト
運
営
会
社
と

連
携
し「
市
民
活
動
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
応
援
フ
ァ
ン

ド
」
を
制
度
化
し
、
専
門

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
ス

ト
ー
リ
ー
づ
く
り
や
相
談
、

支
援
を
行
い
ま
す
。

問
　
ウ
ツ
ク
シ
マ
ツ
の
活

用
に
つ
い
て
、
守
る
た
め

に
は
攻
め
る
姿
勢
が
大
切

で
す
。
松
自
体
の
持
つ
希

少
価
値
を
高
め
、
市
場
で

求
め
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
力

を
創
り
上
げ
る
こ
と
が
、

保
存
で
き
る
環
境
を
永
久

的
に
つ
く
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
庭
木
と
し
て
市
場

に
出
る
よ
う
な
環
境
づ
く

り
や
盆
栽
な
ど
で
の
価
値

の
創
造
な
ど
の
攻
め
る
活

用
に
つ
い
て
の
考
え
方
は

持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

答

　平
成
30
年
に
着
手
す

る「
保
存
活
用
計
画
」
の
中

で
具
体
的
な
環
境
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

他
18
項
目
に
つ
い
て
質
問

施政方針を解き、教育方針を問う

誠心会代表●菅沼　利紀議員

平
成
30
年
第
１
回

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会

本
年
３
月
28
日
午
後
２

時
か
ら
、
公
立
甲
賀
病
院

診
療
棟
２
階
講
堂
に
お
い

て
、
平
成
30
年
第
１
回
定

例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

病
院
管
理
者
か
ら
、「
公

立
甲
賀
病
院
組
合
監
査
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」、

「
公
立
甲
賀
病
院
組
合
職

員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」、「
平
成
29
年
度
公

立
甲
賀
病
院
事
業
会
計
補

正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い

て
」、「
平
成
30
年
度
公
立

甲
賀
病
院
組
合
一
般
会
計

予
算
の
議
決
に
つ
い
て
」、

「
平
成
30
年
度
公
立
甲
賀

病
院
事
業
会
計
予
算
の
議

決
に
つ
い
て
」
の
５
議
案

が
提
案
さ
れ
、
議
員
か
ら

通
告
に
よ
る
質
疑
が
行
わ

れ
た
後
、
全
議
案
が
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お「
公
立
甲
賀
病
院

事
業
会
計
予
算
」
は
、
平

成
31
年
４
月
の
独
法
化
に

よ
り
、
今
回
が
最
後
の
議

会
審
議
と
な
り
ま
す
。

議
案
審
議
に
引
き
続
き
、

議
員
３
名
か
ら
の
通
告
に

よ
り
、「
甲
賀
病
院
の
地

方
独
立
行
政
法
人
化
に
つ

い
て
」や「
４
月
か
ら
の
診

療
報
酬
改
定
の
影
響
に
つ

い
て
」
な
ど
の
一
般
質
問

が
行
わ
れ
た
後
、
閉
会
し

ま
し
た
。

平
成
30
年
度
第
一
回
定

例
会
で
は
、
条
例
改
正
、

平
成
29
年
度
補
正
予
算
、

新
年
度
予
算
案
の
３
議
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

手
数
料
条
例
に
関
わ
る

施
設
の
数
と
一
部
改
正
の

対
象
と
な
る
施
設
に
つ
い

て
質
疑
が
あ
り
、
全
体
は

１
２
５
２
施
設
で
改
正
対

象
は
２
施
設
で
、
変
更
が

な
け
れ
ば
手
数
料
収
入
は

生
じ
な
い
と
答
弁
。

平
成
30
年
度
一
般
会

計
予
算
で
、
指
定
ご
み

袋
収
入
と
ご
み
袋
広
告

料
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
指
定
ご
み
袋
の
統

一
に
よ
り
、
在
庫
を
含

め
、
１
億
４
５
０
０
万
円

が
増
収
。
袋
の
製
造
や
販

売
手
数
料
に
６
３
０
０
万

円
が
支
出
。
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
額
が
両
市
に

還
元
さ
れ
る
と
答
弁
。
生

活
環
境
調
査
業
務
委
託

１
６
７
０
万
円
の
内
容
、

入
札
に
つ
い
て
質
疑
が
あ

り
、
夏
季
、
冬
季
と
２
年

に
わ
た
り
大
気
、
騒
音
、

振
動
、
臭
気
等
の
調
査
を

行
う
こ
と
と
入
札
は
競
争

入
札
と
答
弁
。

３
議
案
と
も
全
員
賛
成

で
可
決
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
救
急
出
動
と

病
院
搬
送
に
つ
い
て
仮
運

用
さ
れ
て
い
る「
高
機
能

消
防
指
令
シ
ス
テ
ム
」
の

効
果
に
つ
い
て
。
ま
た
消

防
士
の
防
火
衣
の
予
備
の

必
要
性
に
つ
い
て
一
般
質

問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

森 すなお 公立甲賀病院組合議会松井けい子 甲賀広域行政組合議会
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大谷地先T字路

認
知
症
対
策
の
推
進
を
！

問
　「
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
」設
置
状
況
。

答

　こ
の
チ
ー
ム
は
、
医

療
と
介
護
の
専
門
職
と
専

門
医
で
構
成
し
、
認
知
症

が
疑
わ
れ
る
人
や
認
知
症

の
人
お
よ
び
そ
の
家
族
を

訪
問
し
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

家
族
支
援
な
ど
の
初
期
の

支
援
を
包
括
的
、
集
中
的

に
行
い
、
自
立
生
活
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　市
で
は
、
今
年
４
月
か

ら
設
置
し
ま
す
。

問
　「
湖
南
市
お
か
え
り

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」と
は
。

答

　「
お
か
え
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
は
、
行
方
不
明

に
な
る
可
能
性
の
あ
る
方

の
情
報
を
事
前
に
登
録
し

て
お
き
、
行
方
不
明
時
に

タ
ウ
ン
メ
ー
ル
を
使
っ
て

そ
の
情
報
を
発
信
し
、
早

期
発
見
に
つ
な
げ
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。
直
接
、

発
見
に
結
び
つ
い
た
事
例

も
あ
り
、
早
期
発
見
の
手

立
て
の
一
つ
と
し
て
有
効

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

問
　
住
民
の
移
動
手
段
と

し
て
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
在
り
方
の
認
識
は
。

答

　路
線
の
変
更
な
ど
利

用
促
進
の
様
々
な
試
み
を

し
て
き
た
が
輸
送
人
員
の

増
加
に
結
び
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。
今
後
は
地
域
住
民

主
体
の
地
域
独
自
の
交
通

な
ど
、
よ
り
き
め
細
や
か

で
効
率
的
な
地
域
交
通
を

考
え
て
行
き
ま
す
。

問
　
甲
賀
病
院
へ
の
バ
ス

に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答

　平
成
26
年
に
２
カ
月

間
、
Ｊ
Ｒ
３
駅
と
甲
賀
病

院
を
結
ぶ
実
証
運
行
を
し

た
結
果
、
厳
し
い
状
況
だ

と
判
断
し
た
た
め
断
念
。

今
後
は
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
皆
さ
ん
に
甲
賀
病
院

ま
で
の
交
通
利
便
事
業
を

し
て
も
ら
え
る
よ
う
提
案

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
地
域
福
祉
懇
談
会
で

も
移
動
手
段
の
課
題
が
多

か
っ
た
が
、
福
祉
の
観
点

か
ら
の
見
解
は
。

答

　高
齢
期
に
自
家
用
車

を
維
持
し
に
く
い
事
か
ら
、

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
を
！

問
　
高
齢
者
の
社
会
参
加

や
地
域
貢
献
を
奨
励
し
、

高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防

を
促
進
す
る
と
と
も
に
元

気
な
高
齢
者
が
暮
ら
す
地

域
社
会
づ
く
り
に
つ
な
が

る
と
し
て
期
待
さ
れ
る
、

高
齢
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
制
度
の
導
入
は
。

答

　ポ
イ
ン
ト
制
度
を
作

る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
必
要
と
す
る
内
容
や

場
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

き
る
人
と
そ
の
内
容
を
集

約
し
、
効
率
よ
く
活
動
を

展
開
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
し
、
支
え
あ

い
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
ツ
ー
ル
の
ひ
と

つ
と
し
て
、
社
会
福
祉
協

議
会
な
ど
と
も
協
議
し
な

が
ら
研
究
・
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

別
の
移
動
手
段
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
中
で

デ
マ
ン
ド
交
通
は
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
す
。

問
　
大
谷
地
先
Ｔ
字
路
の

信
号
設
置
の
必
要
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答

　15
年
間
、
県
へ
の
要

望
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

引
続
き
要
望
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

問
　
通
学
路
と
し
て
現
時

点
で
で
き
る
安
全
対
策
は

あ
り
ま
す
か
。

答

　日
枝
山
手
台
の
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
交
通
量

の
増
加
も
見
込
ま
れ
る
事

か
ら
、
啓
発
看
板
の
設
置

な
ど
も
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

高齢者にやさしい地域づくりの
� 推進を！

市内の交通手段と大谷Ｔ字路の
� 安全について

湖南市公明党議員団●細川　ゆかり 議員

無会派●藤川　みゆき 議員

一般質問
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石部駅舎

問
　
庁
舎
建
て
替
え
案
に

つ
い
て

答

　図
書
館
や
保
健
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
耐
震
基
準
を

満
た
し
て
い
る
建
物
は
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
庁

舎
整
備
特
別
委
員
会
か
ら

も
意
見
を
頂
き
、
基
本
計

画
の
提
言
書
に
つ
い
て
の

考
察
に
も
あ
る
様
に
、
既

存
の
施
設
を
利
用
す
る
事

も
視
野
に
入
れ
て
引
き
続

き
協
議
を
進
め
ま
す
。
西

庁
舎
周
辺
計
画
に
つ
い
て

も
、
新
庁
舎
の
完
成
が
平

成
32
年
度
未
を
予
定
、
併

せ
て
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
推
進
委
員
会
を
平

成
30
年
度
に
立
ち
上
げ
、

有
識
者
や
市
民
の
代
表
を

交
え
て
方
向
性
に
つ
い
て

議
論
を
深
め
て
行
き
ま
す
。

住
民
の
皆
様
に
建
て
替
え

の
必
要
性
を
理
解
し
て
頂

く
為
に
広
報
活
動
を
積
極

的
に
行
い
ま
す
。

問
　
石
部
駅
の
改
善
・
改

築
に
つ
い
て

答

　J
R
西
日
本
と
協
議

の
末
、
駅
舎
の
位
置
変
更

食
育
の
推
進
に
つ
い
て
！

問
　
小
中
学
生
の
た
め
の

食
育
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。

答

　学
校
に
お
け
る
食
育

の
取
組
み
は
、「
食
に
関

す
る
指
導
」
全
体
計
画
お

よ
び
年
間
指
導
計
画
に
基

づ
い
て
推
進
し
て
い
ま
す
。

小
学
３
年
生
で「
地
域
の

農
業
」
小
学
５
年
生
で「
農

業
の
盛
ん
な
県
」
に
つ
い

て
学
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
体
験
的
な
学
び
と
し

て
、
米
の
栽
培
・
収
穫
・
活

用
を
学
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
理
科
や
生
活
科
な
ど

で
栽
培
し
た
野
菜
を
調
理

し
て
い
た
だ
く
の
も
全
校

共
通
し
た
取
組
み
で
す
。

朝
ご
は
ん
の
推
進
と
子
ど

も
食
堂
に
つ
い
て
！

問
　
子
供
の
朝
ご
飯
の
摂

取
率
低
下
の
対
策
は
。

答

　学
力
・
体
力
共
に
朝

食
の
摂
取
と
の
間
に
、
明

ら
か
な
相
関
関
係
が
認
め

ら
れ
ま
す
。
市
内
の
小
中

学
校
で
は
、
親
子
で
朝
食

の
重
要
性
に
つ
い
て
考
え

は
出
来
ま
せ
ん
。
図
面
に

つ
い
て
も
合
意
に
至
っ
て

い
ま
せ
ん
。
公
園
整
備
、

進
入
路
に
つ
い
て
は
道
路

管
理
者
・
公
安
委
員
会
と

協
議
し
円
滑
に
進
め
て
い

き
ま
す
。
着
工
時
期
は
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
の
目
標
が

平
成
32
年
度
と
い
う
事
も

あ
り
、
速
や
か
に
合
意
を

図
る
べ
く
努
力
し
ま
す
。

住
民
・
利
用
者
を
交
え
て

の
研
究
チ
ー
ム
は
現
在
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

問
　
市
営
住
宅
の
運
営
に

つ
い
て

答

　市
内
11
カ
所
に
在
る

市
営
住
宅
で
耐
用
年
数
お

よ
び
劣
化
が
著
し
く
激
し

い
住
宅
に
つ
い
て
は
募
集

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現

在
住
ん
で
お
ら
れ
る
方
々

の
意
見
を
尊
重
し
、
慎
重

に
整
備
事
業
を
推
進
し
ま

す
。

る
学
習
、
栄
養
教
諭
・
学

校
栄
養
教
員
・
保
健
体
育

科
教
員
と
の
連
携
に
よ
る

食
指
導
や
委
員
会
活
動
に

よ
る
、
標
語
募
集
な
ど
の

啓
発
活
動
に
、
こ
れ
ま
で

か
ら
も
取
組
ん
で
い
ま
す
。

さ
ら
に
今
年
度
は
、
文
部

科
学
省
指
定「
早
寝
・
早
起

き
・
朝
ご
は
ん
」推
進
校
事

業
の
指
定
を
受
け
、
石
部

中
学
校
と
甲
西
北
中
学
校

に
お
い
て
取
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
子
ど
も
食
堂

に
つ
い
て
は
、
各
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
に
事
業
の
一

つ
と
し
て
、
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
な
お
、

市
内
に
お
い
て
は
、
数
年

前
か
ら
、
石
部
南
学
区
が
、

今
年
度
か
ら
次
年
度
に
お

い
て
は
、
２
つ
の
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
が
手
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
今
後
も
各
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
に
お
い

て
、
検
討
さ
れ
る
こ
と
を

望
み
ま
す
。

住民主体のまちづくりを
� 目指すためにⅡ

学力も体力も朝ごはん（食育）
� から！！

無会派●大島　正秀 議員

誠心会●小林　義典 議員

一般質問
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第
７
期
介
護
保
険
計
画
に

よ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
進
め
方

問
　
地
域
包
括
セ
ン
タ
ー

の
具
体
的
な
進
め
方
は
。

答

　直
営
で
１
か
所
、
夏

見
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設

け
、
職
員
６
人
を
配
置
。

野
洲
川
を
挟
み
、
北
と
南

の
地
区
担
当
制
を
引
き
、

２
チ
ー
ム
体
制
と
し
ま
す
。

高
齢
者
支
援
セ
ン
タ
ー
を

廃
止
し
て
、
新
た
に
市
内

法
人
か
ら
出
向
職
員
を
迎

え
る
事
と
し
て
い
ま
す
。

将
来
的
に
は
中
学
校
区
に

広
げ
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
。

問
　
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
は
ど
の
よ
う
に
進
め

ま
す
か
。

答

　市
で
は
、
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
ご
と
に
、
地
域

の
人
材
の
中
か
ら
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

（
地
域
支
え
合
い
推
進
員
）

一
名
を
配
置
し
、
そ
の
推

進
員
を
中
心
に
地
域
の
多

様
な
主
体
を
巻
き
込
み
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
保
育
職
員
の
臨
時
・

嘱
託
職
員
の
数
と
実
態
は
。

答

　臨
時
職
員
は
１
１
８

人
、
嘱
託
職
員
は
61
人
。

早
朝
・
延
長
保
育
の
希
望

者
の
増
加
や
土
曜
保
育
実

施
な
ど
に
よ
り
、
正
職
員

だ
け
で
は
対
応
で
き
ま
せ

ん
。

問
　
臨
時
・
嘱
託
職
員
で

ク
ラ
ス
担
任
を
持
ち
正
職

員
と
同
一
労
働
の
方
は
。

答

　平
成
28
年
度
９
人
、

平
成
29
年
度
は
10
人
で
す
。

問
　
乳
幼
児
の
日
々
の
発

達
に
関
わ
る
専
門
職
で
、

保
護
者
と
の
信
頼
関
係
や

集
団
の
力
量
が
求
め
ら
れ
、

安
定
し
た
雇
用
が
必
至
。

正
職
員
化
や
処
遇
改
善
は
。

答

　賃
金
改
善
の
検
討
は

必
要
。
正
職
員
の
補
充
は

財
政
的
な
事
も
あ
る
の
で

今
後
検
討
し
ま
す
。

医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な
子

ど
も
の
通
学
保
障
は
。

答

　保
護
者
の
身
体
的
・

精
神
的
・
経
済
的
負
担
が

大
き
い
。
県
に
早
期
制
度

化
を
求
め
て
い
ま
す
。

防
災
・
減
災
対
策
の
検
証

に
つ
い
て

問
　
ふ
る
さ
と
防
災
チ
ー

ム
で
の
地
区
防
災
計
画
の

策
定
現
状
は
。

答

　現
在
は
三
雲
区
、
北

山
台
区
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ

イ
ド
タ
ウ
ン
の
３
区
で
す
。

問
　
自
助
の
啓
発
の
た
め

に
も
Ｄ
Ｉ
Ｇ
の
出
前
講
座

は
必
要
で
は
な
い
か
。

答

　担
っ
て
頂
け
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。

教
師
の
超
過
勤
務
施
策

問
　
ク
ラ
ブ
活
動
顧
問
の

外
部
講
師
採
用
と
市
立
中

学
校
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

考
え
方
は
。

答

　新
た
に
２
名
の
講
師

採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ク
ラ
ブ
活
動
は
非
認
知
能

力
を
高
め
る
も
の
で
、
ア

ス
リ
ー
ト
を
育
て
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
・

ゲ
ー
ム
な
ど
の
影
響
は
。

答

　１
日
の
使
用
状
況
は

小
学
生
で
１
～
２
時
間
、

中
学
生
で
２
時
間
半
と
い

う
調
査
結
果
。
過
度
な
使

用
に
よ
る
健
康
面
や
学
習

面
へ
の
影
響
に
危
惧
す
る
。

健
康
被
害
、
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
や
正
し
い
使
用
方
法
に

つ
い
て
学
習
し
て
い
ま
す
。

問
　
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン
ク

は
、
カ
フ
ェ
イ
ン
を
多
く

含
み
、
依
存
に
繋
が
る
危

険
も
あ
る
。
児
童
生
徒
や

保
護
者
へ
の
対
応
は
。

答

　健
康
の
維
持
促
進
の

た
め
の
正
し
い
知
識
を
学

ぶ
際
に
エ
ナ
ジ
ー
ド
リ
ン

ク
の
危
険
性
も
学
べ
る
よ

う
に
し
て
い
き
ま
す
。

介護！防災！教育！
� 地域共生のまちづくりについて

子どもの命と育ちに責任ある
� 保育士の処遇改善を

議会改革ネットワーク●赤祖父　ゆみ 議員

日本共産党湖南市議員団●松井　けい子 議員

一般質問

安心して地域で暮らすために

医療ケアが必要な子どもさんの通学の様子

湖南市議会だより17



こなん・ザ・ボイス（岩根まちづくりセンター）

高齢者24時間対応型安
心システム緊急通報装置

問
　
少
子
高
齢
化
・
長
寿

命
化
社
会
を
見
据
え
た
今

後
の
方
向
性
を
伺
う
。

答

　本
市
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
健
康
づ
く

り
推
進
の
事
業
を
継
続
的

に
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

問
　
健
康
都
市
こ
な
ん
づ

く
り
の
た
め
、
施
策
の
現

状
と
今
後
の
方
針
は
？

答

　「
健
康
こ
な
ん
21
計

画
」
で
分
野
ご
と
に
目
標

値
を
設
定
し
、
事
業
実
施

し
て
い
ま
す
。
特
に
が
ん

検
診
受
診
者
数
は
伸
び
て

お
り
、
生
活
習
慣
病
予
防

対
策
は
結
果
的
に
不
十
分

で
し
た
。
高
齢
分
野
で
は
、

百
歳
体
操
や
健
康
カ
ラ
オ

ケ
、
シ
ル
バ
ー
農
業
塾
な

ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

要
介
護
認
定
率
は
徐
々
に

下
が
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
安
心
シ
ス
テ
ム

問
　
湖
南
市
で
は
、
独
居

な
ど
の
高
齢
者
が
体
調
異

変
を
感
じ
た
場
合
に
ボ
タ

ン
を
押
す
だ
け
で
24
時
間

対
応
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
緊
急
通
知
が
で

き
る
安
心
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
ア
ナ
ロ
グ
電
話
の
世
帯

し
か
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

昨
今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
り
デ
ジ
タ
ル

Ｉ
Ｐ
電
話
回
線
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
安
心
シ
ス

テ
ム
に
加
入
で
き
な
い
の

は
困
り
ま
す
が
ど
う
か
。

答

　平
成
30
年
４
月
か
ら
、

Ｉ
Ｐ
回
線
の
世
帯
で
も
加

入
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

問
　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

協
力
者
が
３
人
必
要
で
す

が
、
こ
う
い
っ
た
こ
と
は

民
生
委
員
や
自
治
会
な
ど

に
伝
え
て
い
ま
す
か
。

答

　民
生
委
員
に
は
通
知

は
し
ま
し
た
が
、
各
方
面

と
今
後
し
っ
か
り
と
協
議

い
た
し
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

問
　
ス
ポ
ー
ツ
健
康
ゾ
ー

ン
計
画
の
考
え
は
？

答

　総
合
体
育
館
周
辺
施

設
エ
リ
ア
の
位
置
づ
け
は

今
後
の
計
画
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
は
。

答

　県
・
関
係
自
治
体
・
企

業
と
連
携
し
、
首
都
圏
、

京
阪
神
圏
な
ど
に
誘
致
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

市
独
自
に
ウ
ェ
ブ
版「
湖

南
市
企
業
ガ
イ
ド
」
で
情

報
発
信
し
て
い
ま
す
。
今

後
、
中
小
企
業
の
支
援
に

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

問
　
街
並
み
保
全
の
た
め

道
路
景
観
に
も
配
慮
を
。

答

　景
観
法
の
施
行
を
受

け
、
道
路
全
域
を
視
野
に

入
れ
、
調
和
の
と
れ
た
景

観
整
備
に
努
め
ま
す
。

問
　
移
住
定
住
施
策
の
今

後
の
展
開
は
？

答

　地
理
情
報
シ
ス
テ
ム

の
活
用
で
円
滑
な
空
き
家

対
策
を
目
指
し
、
耐
震
改

修
補
助
制
度
に
よ
り
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

問
　
主
に
買
い
物
や
通
院

な
ど
を
目
的
と
し
て
乗
合

型
乗
用
車
で
目
的
地
と
家

ま
で
を
送
迎
す
る
デ
マ
ン

ド
型
交
通
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
ど
の
よ
う
に
取

り
組
む
の
か
を
こ
の
３
月

ま
で
に
決
定
す
る
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
ど
う
な

り
ま
し
た
か
。

答

　公
共
交
通
と
し
て
、

主
線
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
が
走
っ
て
お
り
、
そ
れ

ら
を
補
完
す
る
支
線
対
応

と
し
て
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
協
力
に
よ
る
デ
マ
ン

ド
型
交
通
を
実
現
す
る
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

に
対
す
る
車
両
や
燃
料
、

保
険
な
ど
の
補
助
対
応
は

ど
う
で
す
か
。

答

　国
土
交
通
省
な
ど
と

協
議
し
対
応
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

少子高齢化社会
� 健康都市湖南づくりの推進

高齢者安心システムと
� デマンド型交通

無所属の会　市民の力●堀田　繁樹 議員

誠心会●上野　顕介 議員

一般質問

湖南市議会だより 18



湖南労働衛生センター

問
　
中
核
病
院
と
し
て
の

役
割
を
担
う
公
立
甲
賀
病

院
は
平
成
31
年
４
月
か
ら

の
地
方
独
立
行
政
法
人
化

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
が
、

湖
南
市
へ
の
影
響
は
。

答

　公
立
病
院
と
し
て
不

採
算
部
門
の
切
り
捨
て
は

し
ま
せ
ん
。
経
営
の
自
由

度
が
増
し
、
よ
り
健
全
経

営
に
努
め
る
こ
と
か
ら
医

療
の
質
や
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
め
ざ
し
ま
す
。

問
　
労
衛
セ
ン
タ
ー
の
医

師
が
退
職
と
の
こ
と
で
す

が
そ
の
後
の
対
応
は
。

答

　平
成
31
年
４
月
か
ら

新
し
い
医
師
が
決
定
し
ま

し
た
が
、
そ
れ
ま
で
の
間

は
現
状
維
持
の
予
定
で
す
。

問
　
岩
根
診
療
所
の
医
師

が
体
調
不
良
だ
と
聞
き
ま

し
た
が
、
診
療
不
能
と

な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答

　適
切
に
対
処
し
ま
す
。

問
　
適
切
と
は
、
岩
根
診

療
所
を
継
続
し
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
す
か
。

答

　そ
の
通
り
で
す
。

庁
舎
建
替
の
再
検
討
を
！

問
　
庁
舎
基
本
計
画
の
駐

車
台
数
４
５
８
台
は
緑
地

や
災
害
時
広
場
を
考
慮
し

た
考
え
で
は
、
３
５
０
台

と
な
り
必
要
台
数
の
想
定

は
６
０
０
台
の
た
め
、
2 

5 

0
台
不
足
し
、
立
体
駐

車
場
だ
と
約
４
億
円
の
費

用
増
が
生
じ
ま
す
。
甲
西

文
化
ホ
ー
ル
前
駐
車
場
不

足
分
を
合
計
す
る
と
4 

5 

0
台
不
足
。
又
65
億
の

建
設
費
用
で
す
が
、
西
庁

舎
関
係
や
消
防
署
施
設
・

駐
車
場
建
物
お
よ
び
コ
ス

ト
増
を
入
れ
る
と
80
億
程

度
と
な
る
。
市
の
考
え
は
。

答

　基
本
計
画
で
は
必
要

台
数
は
、
5
2
6
台
で
確

保
は
4
5
8
台
で
68
台
不

足
、
甲
西
文
化
ホ
ー
ル
は
、

主
に
土
日
利
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
平

日
は
庁
舎
駐
車
ス
ペ
ー
ス

で
確
保
を
考
え
立
体
駐
車

場
の
必
要
性
お
よ
び
公
用

車
車
庫
の
整
備
方
針
に
あ

わ
せ
て
基
本
設
計
の
段
階

に
お
い
て
検
討
を
し
ま
す
。

身
近
な
交
通
手
段
の
実
現

を
求
む
！

問
　
市
民
に
必
要
な
生
活

交
通
は
。

答

　ま
ち
づ
く
り
協
議
会

が
運
営
す
る
デ
マ
ン
ド
型

交
通
が
公
共
交
通
の
重
要

な
役
割
を
果
た
す
と
考
え

て
い
ま
す
。

問
　
そ
の
デ
マ
ン
ド
型
交

通
は
有
償
、
無
償
の
ど
ち

ら
の
運
行
で
す
か
。

答

　有
償
は
難
し
い
の
で

無
償
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
無
償
運
行
に
必
要
な

車
両
な
ど
の
経
費
負
担
は
。

答

　人
件
費
以
外
は
市
の

負
担
を
考
え
て
い
ま
す
。

問
　
実
施
は
い
つ
か
ら
。

答

　30
年
度
中
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。

家
か
ら
店
舗
病
院
等
へ
！

問
　
交
通
弱
者
対
策
の
早

期
の
実
現
を
望
ん
で
お
ら

れ
ま
す
。
他
市
で
２
台
の

乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
家

か
ら
店
舗
等
を
５
年
間
運

行
し
市
民
へ
の
実
績
が
上

が
っ
て
い
る
。
市
の
取
り

組
み
は
。

答

　各
地
域

の
ま
ち
づ
く

り
協
議
会
で
地
域
独
自
の

デ
マ
ン
ド
型
交
通
を
検
討

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

出
来
な
い
場
合
は
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
も
選
択
技

の
ひ
と
つ
と
し
て
調
査
、

研
究
を
進
め
ま
す
。

駐
輪
場
の
大
幅
減
額
を
！

問
　
駐
輪
場
の
学
割
等
大

幅
減
額
を
。
鉄
道
利
用
促

進
、
若
者
に
住
み
よ
い
ま

ち
に
向
け
た
市
の
考
え
は
。

答

　金
額
に
つ
い
て
利
用

者
の
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、

必
要
が
あ
れ
ば
整
備
セ
ン

タ
ー
と
協
議

し
ま
す
。

湖南市の医療を問う！

庁舎建替を問う！！
�交通弱者対策・駐輪場の減額を！！

無所属の会　市民の力●森　すなお 議員

無会派●大⻆　道雄 議員

一般質問

湖南市議会だより19



左から松原栄樹議長、小林義典委員、松井圭子委員長、
赤祖父裕美委員、堀田繁樹副委員長、細川ゆかり委員

〈議会広報委員会〉

新
緑
の
爽
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
30
年
度
が
始
ま
り
、
は

や
１
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、
新
社

会
人
に
は
、
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待

す
る
と
こ
ろ
で
す
。

さ
て
、
議
会
で
は
改
革
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度

は
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
を
い

た
し
ま
す
。
議
会
関
連
資
料
は
年
間

膨
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ぺ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
経
費
削

減
・
労
務
改
善（
職
員
の
負
担
軽
減
）・

議
員
活
動
の
効
率
化
を
図
り
ま
す
。

今
月
９
日
、
10
日
、
11
日
に
は「
市

民
と
議
会
の
ま
ち
づ
く
り
ト
ー
ク
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の

声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
み
な
さ
ま
に
と
っ
て
よ
り

身
近
な
広
報
誌
と
な
る
よ
う
委
員
一

同
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

�

議
会
広
報
委
員
　
堀
田 

繁
樹

編
集
後
記

開会 6月１日（金） 閉会 6月19日（火）
平成30年６月議会定例会の仮日程をお知らせします

本会議は一般に公開され、どなたでも傍聴できます。市民の

代表である市議会議員の活動や市政の方針などを、直接議場に

てお確かめください。

◇傍聴席では…
議場は、市政全般にわたる重要な事項を決定する場です。係

員（議会事務局職員）の指示に従って、静粛に傍聴することに

なっています。

◇傍聴の申し込みは…
会議が開かれる当日に来ていただき、「議会傍聴受付書」に

住所・氏名を記入してください。座席数に限りがありますので、

団体での傍聴は、前もって議事課へご連絡ください。

※�事情により日程が変更になることがあります。詳しくは、５月下旬に議事
課☎0748-71-2347へお問い合わせください。

＜仮日程＞

  6月  1日（金）■本会議

  6月  8日（金）■本会議

  6月11日（月）■本会議

  6月12日（火）■本会議　●委員会

  6月13日（水）●委員会

  6月14日（木）●委員会

  6月19日（火）■本会議

議会だよりをスマホでチェック
「湖南市議会だより」をより多くの人に見ていた
だくために、スマートフォン向けアプリ「マチイ
ロ」に掲載しています。アプリをダウンロードす
れば、いつでもどこでも見ることができます。

本会議のインターネット中継を行っています
※過去の本会議や一般質問の動画もご確認いただけます。

湖南市議会

【１月】

【２月】

【３月】

  ９日―議会広報委員会
16日―議会運営委員会行政視察
    　　議会広報委員会
17日―議会運営委員会行政視察
22日―産業経済常任委員会行政視察
23日―産業経済常任委員会行政視察
25日―福祉教育常任委員会行政視察
26日―福祉教育常任委員会行政視察
29日―議会改革推進特別委員会
  １日―福祉教育常任委員会協議会
  ２日―議会運営委員会
  ６日―総務常任委員会行政視察
  ７日―総務常任委員会行政視察
19日―予算常任委員会協議会
20日―議員全員協議会
22日―議会運営委員会
    　　議会広報委員会
26日―議員全員協議会
    　　本会議［定例会（1日目）］
    　　産業経済常任委員会
    　　議会改革推進特別委員会
  2日―本会議［定例会（２日目）］
  5日―本会議［定例会（３日目）］
  ６日―本会議［定例会（４日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
  7日―本会議［定例会（５日目）］
    　　予算常任委員会
    　　庁舎整備特別委員会
  ８日―予算常任委員会
  ９日―予算常任委員会
12日―予算常任委員会
13日―予算常任委員会
14日―総務常任委員会
    　　福祉教育常任委員会
    　　産業経済常任委員会
15日―福祉教育常任委員会
22日―本会議［定例会（６日目）］
    　　議会運営委員会
    　　議員全員協議会
27日―議会広報委員会
28日―甲賀広域行政組合議会
    　　公立甲賀病院組合議会

会 誌議 日
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